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G-Portal画面の見方
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G-Portalから提供している情報

1) 運用情報 ＝ イベント情報/SGLIデータ欠損情報
2) プロダクト情報 ＝ 調査中の案件リスト
3) データ利用に関わるFAQ ＝ FAQ

GCOM-Cタブを押すと
関連情報が表示されます。
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G-Portalから提供している情報

1) 運用情報 ＝ イベント情報/SGLIデータ欠損情報
2) プロダクト情報 ＝ 調査中の案件リスト
3) データ利用に関わるFAQ ＝ FAQ

姿勢変動/データ欠損を伴う運用の計画と実績を記載
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G-Portalから提供している情報

1) 運用情報 ＝ イベント情報/SGLIデータ欠損情報
2) プロダクト情報 ＝ 調査中の案件リスト
3) データ利用に関わるFAQ ＝ FAQ

観測計画と異なる運用（欠損や観測条件の変更）を記載
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G-Portalから提供している情報

1) 運用情報 ＝ イベント情報/SGLIデータ欠損情報
2) プロダクト情報 ＝ 調査中の案件リスト
3) データ利用に関わるFAQ ＝ FAQ

提供プロダクト等に残存している不具合を記載
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G-Portalから提供している情報

1) 運用情報 ＝ イベント情報/SGLIデータ欠損情報
2) プロダクト情報 ＝ 調査中の案件リスト
3) データ利用に関わるFAQ ＝ FAQ

過去の問合せ内容等を基に、プロダクトの使用方法や

データ提供に関係するFAQを記載
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G-Portal掲載のFAQ

G-Portal TOP画面からも
FAQページを開けます。



データ利用に関するFAQ

※最新情報はG-Portal FAQページをご覧ください。
https://gportal.jaxa.jp/gpr/information/support
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データ利用に関するFAQ
No. 質問 回答

1
よく使用されるプロダクトは何か L1B、SST、LST、CHLA、NDVIがよく使用されます。

綺麗なRGBカラーの作成が目的である場合、L1B
よりL2 RSRFプロダクトの使用を推奨します。

2
データ利用ハンドブックより平易な資料
はあるか

本資料にて、データ利用初心者向けの情報を掲載
しています。

3 物理量換算の方法を知りたい 物理量換算方法は資料4をご覧ください。

4
画像化する際の適切なレンジや色合い
を知りたい

資料4で参考文献を紹介しています。

5 幾何投影方法を知りたい 幾何投影方法は資料4をご覧ください。

6
HDF5フォーマットをGeoTIFFやJPG
フォーマットに変換したい

ユーザツールを使用すると、HDF5フォーマットから
GeoTIFFやJPGフォーマット等への変換が可能です。

ただし初心者向けの個人用ツールのため大量処理
には不向きです。

7
画像をモザイクする際に生じる色ムラの
回避方法

RSRFのプロダクトを使用すると、大気に起因する
色ムラを回避できます。詳細は資料4をご覧ください。
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データ利用に関するFAQ
No. 質問 回答

8
幾何精度 2018年12月時点で「幾何<0.5pix」を達成済みです。

解像度Qでは125m以下の幾何精度に相当します。

9
日本周辺データの絞り込み方法 グラニュールIDのシーン・パス・タイル番号で絞り込

み可能です。

10
日本域のFTP取得タイミング
（1日1回の時刻指定）

標準プロダクトは観測から1-2日程度、
準リアルプロダクトは観測から6時間程度で
全数を作成しています。

11
以前存在したL1Bが消えた 2018年1月-2019年6月のL1Bプロダクトは再公開

に向けて準備中です。

12
G-Portal加工要求やユーザツールで変
換したGeoTIFFプロダクト等に位置ずれ
が生じる

フォーマット変換において、位置ずれの問題を確認
しており修正中です。フォーマット変換機能をご利用
の際はご注意ください。

13
打上げ直後のプロダクトが存在
しない

打ち上げ直後（2018/1/1-2018/3/28）は試験のため

通常と異なる運用をしており、未作成プロダクトや、
欠損が発生している場合があります。
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データ利用に関するFAQ
[参考] G-Portalのディレクトリと、格納プロダクト情報の一覧

資料3 付録1としてpdfファイルを提供
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Q1 GCOM-Cプロダクト種別

NDVIなど
一部プロダクトは対象外

LST等タイルプロダクト
は、同一タイルで
複数ファイル作成
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シーン・タイル・PSは地球の一部の観測データが含まれます。
全球EQA、全球EQA(1次元)、全球EQRは全球の観測データが含まれます。
各プロダクトのグラニュールID定義の詳細はQ3の回答をご覧ください。

投影タイプ
プロダクト

L1 大気 海洋 陸 雪氷

シーン

全球EQA
(sinusoidal Equal Area)

タイル

1次元 全球EQA

全球EQR
(EQuiRectangular)

ポーラーステレオ

L2 大気全球
1/24度 (4km)

L2 大気
250m/1km

L3 Map 大気
1/12度(8km)

L3 Bin 大気
1/12度(8km)

L2 海洋
250m/500m/1km

L3 Map 海洋
1/24度(4km)

L3 Bin 海洋
1/24度(4km)

L2 陸
250m/1km

L2 雪氷
オホーツク海氷分布
250m/500m/1km

L2統計 陸
250m/1km

L2 雪氷*
250m/1km

L2統計 雪氷*
1km

L3 Map 雪氷*
1/24度(4km)

L3 Bin 雪氷*
1/24度(4km)

L3 Map 陸
1/24度(4km)

L3 Bin 陸
1/24度(4km)

L3 Map 雪氷*
1/24度(4km)

L1
250m/500m/1km

*オホーツク海氷分布を除く

Q2 GCOM-Cプロダクト地図投影タイプ一覧



・「昇交点を起点とした衛星の1周回を緯度引数から24等分した範囲」を1シーンと定義する。
・解像度切り替わりやセンサOFFがある場合、シーンを複数プロダクトに分割して出力することがあ
る。
・グラニュールIDのシーン番号は、昇交点から順に「01～24」の数字が記載される。
・IRSのプロダクトは、各バンドの解像度の組み合わせを複数持つ。

・データは観測時刻の順にプロダクトへ格納されるため、昇交軌道（南から北）のプロダクトは画像上
端が南、画像下端が北となる。

VNR-NPおよびIRS
シーン定義

◆ シーン L1 VNR-NP（非偏光）、IRS（赤外）
◆ シーン L2 海洋圏プロダクト、雪氷圏プロダクト（OKIDのみ）

解像度組合せ
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24
01Equator

Daytime areaNighttime area
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シーンのイメージ

15

Q2 GCOM-Cプロダクト地図投影タイプ一覧



・VNR-PLは「衛星1周回中の日照観測域をすべて含む範囲」を1シーンと定義する。

・緯度0度付近はチルト駆動中のため、画像に不連続な領域や引き伸ばされたように見える領域が
存在する。

・グラニュールIDのシーン番号はすべて「00」と記載される。

VNR-PL シーン定義

◆ シーン L1 VNR-PL（偏光）

チルト駆動中の画像

Equator

Daytime areaNighttime area

シーンのイメージ
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Q2 GCOM-Cプロダクト地図投影タイプ一覧

00



VNR-NPおよびIRS
の1シーン

VNR-PLの1シーン
(Google Earth に表示)

17

Q2 GCOM-Cプロダクト地図投影タイプ一覧

Equator

Daytime areaNighttime area

10



・EQA (sinusoidal equal area)は、緯線を等間隔の平行な直線、経線を正弦曲線（中心経線は緯線と
直交する直線）で表した正積図法である。

・「画像中心の緯度経度を0度としたEQA図法」を全球EQRと定義とする。

・衛星進行方向毎に、1日2プロダクト ( A : アセンディング /D : ディセンディング ) を作成する。

・グラニュールIDの処理レベルは「L2」、投影法は「A」と記載される。

◆ 全球EQA (sinusoidal equal area)

全球EQA
18

Q2 GCOM-Cプロダクト地図投影タイプ一覧



◆ タイル

・「全球EQAを緯度10度毎、赤道上経度10度毎に分割した範囲」を1タイルと定義する。

・グラニュールIDのタイル番号は、緯度番号(vv)と経度番号(hh)を順に並べ「0000-1735 (vvhh)」の
4桁の数字で表記する。

・標準プロダクトは、衛星進行方向毎に各タイル1日2プロダクト(A/D)を作成する。

・準リアルタイムプロダクトは、データダウンリンク毎にプロダクトを作成する。このため
同一タイルのプロダクトが1日に複数枚作成されることがある。これらはグラニュールID末尾に「000～
999」の3桁のシーケンス番号を付与して区別する。

経度番号 hh

緯
度
番
号
vv

日本周辺タイルタイル定義
19

Q2 GCOM-Cプロダクト地図投影タイプ一覧

V04H28

V04H29

V05H28

V05H29

V 04 H 28

V 04 H 29

V 05 H 28

V 05 H 29

V04H28 V04H29

V05H28 V05H29

EQA投影

EQR投影



北

南

◆ 全球EQA (1次元) （EQA bin）

・「4kmまたは8km相当の等面積格子を、緯度-90度から+90度、経
度-180度から+180度の順に1次元に並べたもの」を全球EQA
(1次元)と定義する。

・緯度方向は、解像度Cの場合は1/12 degごと2160列、解像度Fの
場合は1/24 degごと4320列に分割される。

・緯度方向の列数をA、ある列の中心緯度がΦである場合、
経度方向のbinnedグリッドの数 Nrowは、以下となる。

（Cの例 : N1=3, N2=9, ・・・, N1080=4320, ・・・, N2160=3）
（Fの例 : N1=3, N2=9, ・・・, N2160=8640, ・・・, N4320=3）

・衛星進行方向毎に、統計期間あたり2プロダクト(A/D)を作成する。

・グラニュールIDの処理レベルは「3B」、投影法は「X」と記載される。

経度-180度

row1
row2

row2160
bin5940422

全球EQA(1次元)定義
分解能C (1/12deg)の場合

row108
0

row108
1

bin2970212

bin2970211Nrow = 2 × A × cosΦ （[ ]は四捨五入を表す）

bin4
bin1

row3bin13

20

Q2 GCOM-Cプロダクト地図投影タイプ一覧



◆ 全球EQR

・「緯度-90度から+90度、経度-180度から+180度の等緯度経度図法」を全球EQRと定義する。

・グリッド間隔は緯度経度ともに、解像度Cの場合は1/12 deg、解像度Fの場合は1/24 degとする。

・衛星進行方向毎に、統計期間あたり2プロダクト(A/D)を作成する。

・グラニュールIDの処理レベルは「3M」、投影法は「D」と記載される。

全球EQR定義 21

Q2 GCOM-Cプロダクト地図投影タイプ一覧



◆ PS

・「北極点と南極点を中心としたポーラーステレオ投影」をPSと定義する。

・グラニュールIDの処理レベルは「3M」、投影法は極により「N :北極」または「S :南極」と記載される。

・衛星進行方向毎と極毎に、統計期間あたり4プロダクト(A/D、N/S)を作成する。

PS-N定義 PS-S定義

22

Q2 GCOM-Cプロダクト地図投影タイプ一覧



レベル1プロダクト
Byte 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
GID G C 1 S G 1 _ Y Y Y Y M M D D H H m m s _ x x _ _ a p p p
設定例 G C 1 S G 1 _ 2 0 1 1 1 1 1 3 2 3 4 5 A _ S G _ _ 1 0 0 1

項目 Satellite
(fix)

Sensor
(fix) _

Year Month Day Hour min sec

_ Type
※9 _ _

algorithm
 ver. ※

14
parameter

ver.
※15

Observation start UT ※1

レベル2プロダクト（シーン）SST, NWLR, IWPR, OKIDのプロダクトが該当

Byte 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
GID G C 1 S G 1 _ Y Y Y Y M M D D H H m m s _ x x _ _ a p p p
設定例 G C 1 S G 1 _ 2 0 1 1 1 1 1 3 2 3 4 5 A _ S G _ _ 1 0 0 1

レベル2プロダクト（タイル・全球）及びレベル3プロダクト

Byte 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
GID G C 1 S G 1 _ Y Y Y Y M M D D _ _ x x _ _ a p p p
設定例 G C 1 S G 1 _ 2 0 1 1 1 1 1 3 _ _ S G _ _ 1 0 0 1

項目 Satellite
(fix)

Sensor
(fix) _

Year Month Day A/D ※
4

_ _ Type
※9 _ _

algorithm
 ver. ※

14

parameter
ver.
※15

Observation start UT ※1

LL=1B KKK = VNR(VNR-NP), IRS(IRS), POL(VNR-PL) m = D(day), 
N(night)
PPP = path number SS = scene number
r = VNR-NP : K(1km), Q(250m), L(ground averaged 1km)

VNR-PL : K(1km)
IRS:K(1km), Q(250m), L(ground averaged 1km), M,X,Y,H

LL=L2 KKKK=Product ID

LL =L2(tile,EQA ), 3M(EQR, PS), 3B(EQA bin) KKKK =Product ID r =Q(250m), K(1km) ,F(1/24deg), C(1/12deg)
ttt=01D(1day), 08D(8day), 01M(1month)  g=T(tile), A(EQA), X(EQA bin), D(EQR), N(PS-N), S(PS-S)
AAAA=tile number m=A(Ascending), D(Descending)

resolution Q M X Y H K
SW01,02,04 1km
SW03 250m 1km
TIR 250m 500m 1km 250m 500m 1km

23

Q3 グラニュールID定義
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L1
L2（シーン）
SST, NWLR, IWPR, OKID

L2（タイル・全球）、L3

YYYYMMDDHHmms 観測開始時刻 ー
秒数のアルファベット
は表4-5参照

YYYYMMDD 観測日 ー ー UTC時系 ー
※2 PPP Path パス番号 ー 4.1.3.3(1)参照
※3 SS Scene シーン番号 ー 4.1.3.3(2)参照

※4 m A/D 衛星進行方向 ー ー
Ascending：A
Descending：D

ー

※5 ttt Process time unit 統計日数 ー ー
1日：01D
8日：08D
1月：01M

ー

※6 g Mapping 投影法 ー ー

EQA（一次元）：X
EQA：A
EQR：D
PS-N：N
PS-S；S
Tile：T

4.1.5.1参照

※7 AAAA Area tile No. タイル番号 ー ー
0000～1735
全球の場合は0000

4.1.4.1参照

※8 LL Level 処理レベル
L1A：1A
L1B：1B

L2
L2：L2
L3Bin統計：3B
L3Map統計：3M

ー

※9 xx Type プロダクト種別 4.1.3.3(3)参照

※10 KKK Subsystem センサ種別
VNR-NP：VNR
VNR-PL：POL
IRS（SWIR+TIR）：IRS

ー ー ー

※11 m D/N 観測モード
日照観測（Day）：D
日陰観測（Night）：N

ー ー 4.1.3.3(4)参照

※12 KKKK product ID 物理量 ー
表4-7、表4-8、表4-9、
表4-14、表4-15 参照

※13 r resolution 分解能

250m：Q
1000m：K
1/24deg：F
1/12deg：C

4.1.3.3(5)参照

※14 a algorithm ver. アルゴリズムVer. ー
※15 ppp parameter ver. パラメータVer. ー

GCOM-Cデータ利用
ハンドブック参照先

詳細
概要項目GIDNo.

標準プロダクト：SG
準リアルタイムプロダクト（日本周辺）：SL
準リアルタイムプロダクト（全球）：SN

250m：Q
1000m：K
1000m(低解像度リサンプリング)：L
IRSは他にH、Y、X、Mの4種が存在

0～9、A～Z
000～999

4桁のプロダクトID

※1

1~485
1~24

Observation start UT
UTC時系、秒数はアルファベット表記
プロダクト先頭ライン時刻とは不一致

Q3 グラニュールID定義



GC1SG1_201908010036G03408_1BSG_VNRDQ_1006.h5
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●シーンプロダクトの場合（1/2）

↑
パス番号

日照 パス番号 020～080
シーン番号 08～11

日陰 パス番号 250-320
シーン番号 02～05

↑
シーン番号

25

30

35

40

45

50

55

125 130 135 140 145 150 155

日本周辺 Path-280

25

30

35

40

45

50

55

125 130 135 140 145 150 155

日本周辺 Path-270

25

30

35

40

45

50

55

125 130 135 140 145 150 155

日本周辺 Path-290

25

30

35

40

45

50

55

125 130 135 140 145 150 155

日本周辺 Path-300

25

30

35

40

45

50

55

125 130 135 140 145 150 155

日本周辺 Path-040

25

30

35

40

45

50

55

125 130 135 140 145 150 155

日本周辺 Path-050

25

30

35

40

45

50

55

115 120 125 130 135 140 145

日本周辺 Path-060

25

30

35

40

45

50

55

115 120 125 130 135 140 145

日本周辺 Path-070

Q5 日本周辺データの絞り込み方法



GC1SG1_201908010036G03408_1BSG_VNRDQ_1006.h5

05

04

03

02

01

0607

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17
1819

20

21

22

23

24

01

19

26

↑
シーン番号

日照シーン番号：08-11 日陰シーン番号：02-05

Q5 日本周辺データの絞り込み方法

●シーンプロダクトの場合（1/2）
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GC1SG1_20190731D01D_T0528_L2SG_LST_Q_1000.h5

タイル番号：ｖｖｈｈ

経度番号：04-06
経度番号：27-29

経度番号 hh

緯
度
番
号
vv

V 04 H 28

V 04 H 29

V 05 H 28

V 05 H 29

V04H28 V04H29

V05H28 V05H29

↑
タイル番号

Q5 日本周辺データの絞り込み方法

●タイルプロダクトの場合



SGLIは2種類のセンサで観測を行います。

両センサのデータを処理に使用するプロダクトで
は、観測領域の端でIRSのデータしか使用できな

い領域が発生します。このような領域では雲判別
等の精度が異なるため、上図の枠内のような境界
線が生じることがあります。

◆センサ観測幅の違いによる不自然な線 ◆センサ観測方法によるデータ不連続

VNR-PLは太陽光反射の影響を避けるため、赤道
付近で観測向きの変更(チルト駆動)を行います。

チルト駆動中（シーン中心付近）には、上図のよう
に不連続な領域や引き伸ばされたように見える領
域が存在します。

チ
ル
ト
駆
動
領
域

Q14 特異画像サンプル

28



低緯度帯または中緯度帯の春から夏にかけて、GCOM-C/SGLIでは太陽光の強い海面反射
（サングリント）が観測されます (左図赤枠内)。現在のNWLRとIWPRプロダクトではこの領域内の正確
な物理量を算出することが困難なため、右図のように欠損として処理されます。
JASMES(https://www.eorc.jaxa.jp/cgi-bin/jasmes/sgli_nrt/index.cgi)では研究目的の試行版として、
2019年6月1日分より上記の欠損を改善したプロダクトを提供しております。（日本周辺のみ）

RGB NWLR/NWLR_380
◆観測地点における太陽光の反射条件による欠損

Q14 特異画像サンプル
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https://www.eorc.jaxa.jp/cgi-bin/jasmes/sgli_nrt/index.cgi)%E3%81%A7%E3%81%AF%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%9B%AE%E7%9A%84%E3%81%AE%E8%A9%A6%E8%A1%8C%E7%89%88%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%80%81


GCOM/SGLIプロダクトは、定期的に実施する校正運用の期間においてデータ欠損が発生します。
上記のような欠損は、校正に伴う計画通りの欠損であり、プロダクトの異常ではありません。
校正運用の計画や実績は、イベント情報をご覧ください。

LTOAF/Lt_TI01

◆校正運用による欠損

Q14 特異画像サンプル
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◆SSTの欠損、縞

Lake
Biwa

Lake
Inawashiro

Honshu
(Main Island of Japan)

Lake
Kasumigaura

Sea of Okhotsk

SSTプロダクトにおける湖沼の一部欠損、スキャン方向の横縞と欠損は、今後のバージョンアップで
修正予定です。

Q14 特異画像サンプル
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Q22 L2タイルプロダクトの位置がずれている

◆タイルプロダクトの幾何ずれ

0 84
Number of tiles

Error > 100km
Num. of error tiles: 
441/143367  (0.307%)

LTOAQ: Descending
May 01-31, 2019 NDVI

2018/1/1-2019/6/19のタイルプロダクトの一部で幾何ズレが発生しています。
対象となるグラニュールIDと、タイル毎の影響度の詳細はG-Portal FAQより公開しています。



レベル1プロダクト
Byte 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
GID G C 1 S G 1 _ Y Y Y Y M M D D H H m m s P P P S S _ L L x x _ K K K m r _ a p p p
設定例 G C 1 S G 1 _ 2 0 1 1 1 1 1 3 2 3 4 5 A 0 1 2 0 6 _ 1 B S G _ I R S N K _ 1 0 0 1
レベル2プロダクト（シーン）SST, NWLR, IWPR, OKIDのプロダクトが該当
Byte 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
GID G C 1 S G 1 _ Y Y Y Y M M D D H H m m s P P P S S _ L L x x _ K K K K r _ a p p p
設定例 G C 1 S G 1 _ 2 0 1 1 1 1 1 3 2 3 4 5 A 0 1 2 0 6 _ L 2 S G _ S S T D K _ 1 0 0 1
レベル2プロダクト（タイル・全球）及びレベル3プロダクト
Byte 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
GID G C 1 S G 1 _ Y Y Y Y M M D D m t t t _ g A A A A _ L L x x _ K K K K r _ a p p p
設定例 G C 1 S G 1 _ 2 0 1 1 1 1 1 3 D 0 1 D _ T 0 5 2 7 _ L 2 S G _ C L F G Q _ 1 0 0 1

Q20 バージョンアップの予定
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年 2017 2018 2019 2020 2021 2022

打上げ Ver.1公開 Ver.2公開予定 Ver.3公開予定

FTP階層（例） ※準リアルプロダクトはVer.番号ごとの階層が存在しません。

/standard/GCOM-C/GCOM-C.SGLI/L2.OCEAN.SST/1/yyyy/mm/dd

今後のバージョンアップの計画は以下の通りです。

バージョンアップに伴い、グラニュールIDとFTP階層（標準プロダクトのみ）がインクリメントされます。

グラニュールID

↑
Ver.番号

↑
Ver.番号
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